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研究成果の概要（和文）：本研究においてはまず、写真や映画、音楽にまで分野を広げてリアリズム概念の歴史
的分析を試み、とくに社会主義リアリズムの国際比較を行なった。さらに、Ｒ・バルトの「現実効果」概念の思
想史的吟味にもとづき、現代美術やマンガにおける現実空間再現の方法、身体芸術における「身振り」の情動喚
起作用、劇場空間の仮想的現実性といった観点から、リアリティ表現の技法が身体に与える効果を考察した。こ
れらを踏まえ最終的に、現代のメディア環境下における現実感覚の変容とその表われとしての文芸のリアリズム
を、芸術作品の再制作やジェンダー論的身体論などといったトピックを通じて探究した。

研究成果の概要（英文）：This project started with a historical analysis of the notion of realism in 
wider fields of arts including photography, film, and music, with a particular focus on 
international comparison of the different forms of social realism. It also critically inspected the 
notion of “reality effect” (R. Barthes) against the history of thoughts, as it examined how bodies
 are affected by the techniques of expressing realities, taking various examples such as the ways 
the reality space is (re)constructed in contemporary arts and manga; the affective power of gestures
 in performance and bodily art; or the virtuality of the reality of theatrical space. Drawing on the
 results of these examinations, the project then further widened its scope to include such topics as
 refabrication of artworks and theories of gendered bodies, to investigate the shift in our sense of
 reality in the contemporary media environment and how it has expressed itself in the artistic 
fields as realism.

研究分野： 思想史
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果

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現代社会では人間を取り巻くメディア環境が急速に変化し、それにともなってメディアによって媒介されたイメ
ージと現実の境界が曖昧になるなど、何がリアリティであるのか、何を現実と見なすのか、という問題がさまざ
まな局面で生じている。文芸諸ジャンルにおけるリアリズムを再考した本研究は、現実をいかに「現実的」なも
のとして表象するかというリアリズムの技法やその効果の歴史的分析を踏まえ、現在のメディア環境下における
現実感覚の変容やそれに応じた芸術作品の変化を多面的に明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 研究代表者である田中は、写真というメディウムと近代の歴史叙述との関係を探る研究を通
して、歴史叙述が写実主義文学と共通して有する「現実効果」（ロラン・バルト）をもたらす細
部描写が、写真によって発見された知覚と深く関係していたことを見出し、写真図版を多用し
た作家Ｗ・Ｇ・ゼーバルトの「文学的歴史記述」としての散文のうちに、フィクションにいか
にリアリティを与えるかという問いに答えようとする、いわゆる「ポストメディウム状況」（ロ
ザリンド・クラウス）下での文学の「リアリズム」を認めるにいたった。そして、田中はそこ
から遡行的に、文学・芸術の諸ジャンルにおいて独自に定義されてきた「リアリズム」および
「リアリティ」の表現を比較し、歴史的な相互関係と相互作用を検証するとともに、受容者に
リアリティの感覚を与える作品の機制を、ジャンルを横断して総合的に明らかにする本研究の
着想を得た。 
 本研究の代表者および分担者、連携研究者の専門領域は欧米・ロシア・東欧・中国・日本の
文学・演劇・美術（写真含む）・音楽・映画・哲学・フェミニズム／クィア理論に亘り、時代的
にも中世から現代に及んでいる。このように幅広い分野の研究者が緊密に連携することにより、
本研究においては、広範な地域と時代に亘るリアリズム概念の歴史的検証と比較が可能となる
と期待された。本研究は、この基礎のうえに、現在のあらたなメディア環境下におけるリアリ
ティ表現の分析を展開し、その成果にもとづき、「リアリズム」を総合的に再検討することを目
指す研究として構想された。 
 
２．研究の目的 
本研究は次の３点の解明を目標とした。 
(1) 文学・芸術諸ジャンルおよび異なる文化圏における「リアリティ」および「リアリズム」
概念をめぐる、とくにジャンル間・文化圏間の相互関係・相互作用に重点を置いた歴史的分析 
(2) 文学・芸術諸ジャンルにおける「リアリティ」の効果をもたらす技法の比較とそこに通底
する機制の探求 
(3) 現在の技術環境・情報環境下におけるリアリティ感覚の変容と、それに応じた文学・芸術
の表現手法の変化、とくに複数のメディアが領域横断的に駆使されるポストメディウム状況に
おけるリアリティ表現の分析・展望 
 
３．研究の方法 
それぞれのテーマの解明は次に挙げるサブテーマに沿って行なわれた。各サブテーマごとに複
数の担当者を決め、国内外から研究者を招聘した研究会やシンポジウムを通じて研究上の情報
を交換し、議論した。 
(1) リアリズム概念の歴史的分析【平成 28 年度に実施】 
①文学・芸術におけるリアリズムの系譜学 
②社会主義リアリズムの国際比較 
③リアリティ／リアリズム概念の思想史的検討 
(2) リアリティ効果の技法【おもに平成 29 年度に実施】 
①リアリズムにおける「現実効果」の諸相 
②演劇・オペラ・映画におけるリアリズムの技法分析 
③反転したリアリズムとしてのユートピアの表象 
(3) リアリティ感覚の変容とポストメディウム状況下のリアリズム【おもに平成 30 年度に実
施】 
①ポストメディウム状況における「リアリティ」の理論と実践 
②パフォーマンスのライヴ性とリアリティ 
 
４．研究成果 
 リアリズム概念の歴史的分析に関しては、次のような成果を得た。 
(1) 文学・芸術におけるリアリズムの系譜学 
①招聘研究者Ｍ・ポワヴェール氏による講演「写真におけるリアリズムの問題」やＫ・クルデ
ィ氏の講演「3・11 以後の見えない現実をドキュメンタリーでいかに表現するか」およびワー
クショップ「リアリズムあるいは映画の夢と目醒め」により、写真や映画におけるリアリズム
概念の系譜を批判的にたどり、そのリアリティを支える機制を多面的に探った。 
②B・グロイス氏を招いて共催したシンポジウム「『アート・パワー』をめぐって」において、
現代社会における政治的リアリティとアートとの関係について討議した。 
③後小路雅弘氏による講演会「東南アジアにおける「美術」の誕生とリアリズム」を開催し、
「美術」概念とリアリズム表現の歴史的関係性について議論を深めた。 
④現代中国文学におけるマジック・リアリズムなどを含め、20 世紀以降の前衛文学の試みを「新
しいリアリズム」の構築という視点から系譜学的に再検討したほか、ジャンル・フィクション
において「リアリズム」を成立させる排除の構造を検討した。 
⑤音楽および演劇におけるリアリズム概念についての歴史的検証を進めた。 
⑥漢字圏における「写実」の系譜を西洋由来の「リアリズム」との緊張関係のうちに分析した。 
(2) 社会主義リアリズムの国際比較 



シンポジウム「社会主義リアリズムの国際比較」を開催し、社会主義リアリズムの制度と実践
をめぐり、ソ連、中国、ユーゴスラヴィアの比較を行なった。 
(3) リアリティ／リアリズム概念の思想史的検討 
①ラテン語の res の意味論的重層性を検証するとともに、ジャック・ラカン固有の現実批判＝
リアリズムに関する思想的検討を進めた。 
②ヨーロッパ中世の「リアリズム」を幅広く捉え直すことにより、「ミメーシス」の理論を再検
討した。 
 
 リアリティ効果の技法というテーマについては、次の成果を得た。 
(1) リアリズムにおける「現実効果」の諸相 
①岩崎貴宏氏の講演を実施し、現実の建物を高い再現度で制作するその技法を手がかりに、現
代美術におけるリアリズム表現について検討した。 
②J・ベルント氏の講演およびシンポジウム「マンガ×表象文化論」を通じ、マンガにおける
リアリズム表現の技法を分析した。 
③S・シモンズ氏によるニーチェの「忘却」の思想をめぐる講演および写真を中心とする広島
の表象に関するシンポジウムを通し、歴史表象におけるリアリティ表現を考究した。 
④バルトの「現実効果」論がもつ現代的射程をメディア環境などとの関係のもとに考察した。 
⑤インデックス的転写を意味と結びつけるシステムとして、19 世紀リアリズム小説を再考し
た。 
⑥日本の言文一致と中国の白話文のリアリズム表現に潜む音声中心主義的な再現－表象観を分
析した。 
(2) 演劇・オペラ・映画におけるリアリズムの技法分析 
①G・ディディ＝ユベルマンの『蜂起』展における「身振り」表現への着眼を身体芸術におけ
るリアリズム技法と関連づけ、水族館劇場主宰・桃山邑氏との討議を通じ、演劇におけるリア
リズム／反リアリズムについて考察した。 
②P・ファルギエール氏のテアトロ・オリンピコをめぐる講演を通し、劇場空間がリアリティ
を構築する方法について検討した。 
③1960 年代以降のオペラ演出がどのような方法によってリアリティを確保しているのかを演
劇分野と連携しつつ分析した。 
④モンタージュとワン・ショットーワン・シークエンスという二つの原理の拮抗と協働に注目
し、映画におけるリアリズムを技法の側面から論じた。 
 
 リアリティ感覚の変容とポストメディウム状況下のリアリズムというテーマについては、次
の成果を得た。 
(1) ポストメディウム状況におけるリアリティの理論と実践 
①東京大学における宇佐美圭司作品の廃棄処分という事件を受け、このように破壊され消失し
た美術作品をポストメディウム状況下において再制作する方法やそこで追求されるリアリティ
について考察した。 
②ジュディス・バトラーの来日を契機として、情動論やニュー・マテリアリズムの観点からの
バトラー批判をポストメディウム状況下の「身体のリアリティ」変容との関連からとらえ返し、
バトラー思想の再検討を行なった。 
③イメージのリアリティを問題とする「像行為論」の方法を吟味し、イメージの「実在」を焦
点化するこのような理論的動向とポストメディウム状況との関係を考察した。 
④歴史理論における言語論から歴史経験論への展開を、歴史をめぐる「リアリズム」の趨勢と
してとらえ、その背景にあるポストメディウム状況下の知覚経験を経験美学の知見を視野に収
めて分析した。 
(2) パフォーマンスのライヴ性とリアリティ 
①音（楽）情報のネットワーク化による、リアルタイムの音響の発信や瞬時的変換といった操
作による、音の「ライヴ性」そのものの変容をめぐり、サウンド・スタディーズの視点からの
作品分析を行なった。 
②安価なデジタル機器でパフォーマンスを立ち上げたり、脳科学や神経科学とのコラボレーシ
ョンによってインスタレーション作品を作るアーティストたちの諸実践の経験美学的な分析を
援用し、デジタル環境におけるリアリティとは何かという問題へのアプローチを試みた。 
 
 上記のような研究成果は研究代表者および研究分担者の研究にフィードバックされ、それぞ
れの発表論文などに随時まとめられている。研究代表者である田中は、これまでの研究成果を
踏まえた討議の場として、2019 年 5 月にドイツ・フンボルト財団の資金提供により開催され
た国際シンポジウム「フンボルト・コレーク東京 神経系人文学と経験美学」を企画した。 
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